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ＦＤＫグループ環境方針
企業の事業活動に伴う環境への取り組みは、国や地方の規制に対応するだけではなく、地球レベルの視点で主体的に考え、地球 
温暖化対策、廃棄物の削減、化学物質の管理の徹底などに対して行動しなければならないと考えています。それは、持続可能な社 
会の構築という大きな命題への共通認識でもあると考えています。
FDKグループは、自社の活動に加え、富士通株式会社とグループでの活動推進に取り組みます。そのために環境活動の根本で
ある環境方針を統一しました。これは、自主的な環境負荷低減とグループでの活動による相乗効果により、さらに充実した環境活
動の推進を狙ったものです。

組織と体制
環境活動における方針などの重要事項については「環境会
議」で審議します。ＩＳＯ１４００１の環境マネジメントシステム
の単位で構成された「事業所環境管理委員会」で、方針・施策
についての具体的な実行計画を策定し、マネジメントのＰＤＣ
Ａ（Ｐｌａｎ,Ｄｏ,Ｃｈｅｃｋ,Ａｃｔｉｏｎ）のサイクルによって、スパイラ
ルアップを目指した活動を展開しています。

理念
ＦＤＫグループは、環境保全への取り組みが重要な経営課
題であると認識し、ＩＴ企業としてその持てるテクノロジーと創
造力を活かし、社会の持続可能な発展に貢献します。また、事
業活動にかかわる環境法や環境上の規範を遵守するにとどま
らず、自主的な環境保全に努めます。
さらに、豊かな自然を次の世代に残すことができるよう、す
べての組織と一人ひとりの行動により先行した取り組みを継
続して追求していきます。

FDKグループは自然を愛します
　　　　　　　　　　  かぎりある地球のために 

１． 製品のライフサイクルを通じ、すべての段階において環境
 負荷を低減する。 
２． 省エネルギー、省資源および３Ｒ（リデュース、リユース、リ
 サイクル）を強化したトップランナー製品を創出する。 
３． 有害な化学物質や廃棄物などによる自然環境の汚染と健
 康被害につながる環境リスクを予防する。  
４． ＩＴ製品とソリューションを通じ、お客様や社会の環境負荷
 低減と環境効率の向上に貢献する。  
５． 環境に関する事業活動、製品およびサービスについての情
 報を開示し、それに対するフィードバックにより自らを認識
 し、これを環境活動の改善に活かす。  
６． 従業員一人ひとりは、それぞれの業務と市民としての立場
 を通じ環境の改善に努める。  

スローガン

行動指針
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活動の重点

環境行動計画の変遷

環境マネジメントシステムに基づく
環境経営の枠組みの強化

 　⑴ オフィス部門のレベルアップ

 　⑵ 海外生産拠点との連携強化

環境経営の強化　
　　　　　　　　
　　　

取引先における環境マネジメントシ
ステム（ＥＭＳ）を推進するグリーン調達

環境公害防止体制および運用の強化リスクマネジメントの強化

新規開発した製品を対象に、環境トッ
プ要素を持つスーパーグリーン製品を
２００９年度末までに２０％以上とする

製品の価値向上
新規開発した製品を対象に、２００５年
度製品と比較して環境効率ファクター
２を２００９年度末までに達成する

エネルギー消費ＣＯ２排出量を、２０１
０年度末までに２００６年度実績比２％
削減する（'０６年度実績２６，２３９トン）
※電力からＣＯ２への換算係数は０．５５５トン／Ｍｗｈを採用地球温暖化対策

輸送ＣＯ２排出量の削減

ＶＯＣ（揮発性有機化合物）の排出量を、
２０１０年度末までに２０００年度実績比
３０％削減する（’００年度実績４４．３トン）

グリーンファクトリー
廃棄物発生量を、２００９年度末まで
に２００６年度実績比３％削減する
（'０６年度実績１,２９４トン）

＊1 ＦＤＫＥＭＳ：ＦＤＫグループ独自の環境マネジメントシステムでＩＳＯ１４００１の基本的な要求事項についてマネジメントを行うもの。
＊2 環境効率ファクター2：製品の環境負荷に対する製品の価値を2倍以上に向上させること。

行動計画の目標（２００７～２００９年度）項　　　目
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第四期環境行動計画
ＦＤＫグループでは、工場でのマネジメントシステム構築から、グループ全体でのマネジメントシステム構築による環境経営の推
進へとその範囲を拡大してきました。２００７年度からは、第四期環境行動計画に基づいた活動を展開しています。現在、環境行動
計画は国内グループの目標となっており、海外グループを含めた目標設定は今度の課題と認識しています。

第四期環境行動計画と２００７年度の活動実績

１.  環境経営の枠組み強化
　グループ全体としての活動の基礎となる環境経営の枠
組みを強化し、本社・営業などの非生産部門や海外グ
ループとの連携強化とレベルアップを図ることで、より
グループ一体となった活動を展開していきます。

２.  製品環境対策による製品価値の向上
　地球規模での環境破壊や温暖化が危惧されている中、
ＦＤＫグループでは製品使用時のＣＯ２の抑制や省資源
などで貢献できるよう、さらに製品環境対策に力を入れ、
当社グループの製品価値を向上させていきます。

 ● 本社、営業拠点においてＦＤＫＥ
　 ＭＳレベルⅡを達成

 ● 活動内容およびパフォーマンス
　 データ把握の充実および環境
　 管理体制の確認実施

 ● 本社、営業拠点をＦＤＫＥＭＳ＊1
　 レベル Ⅰ からⅡに向上

 ● 活動内容および活動データ把握内
　 容の充実と環境管理体制の確認

 ● ５６社構築 ● １０社以上の構築

 ● 公害防止、法令遵守管理責任体
　 制の見直し実施

 ● 公害防止、法令遵守管理責任体
　 制の見直し

 ● スーパーグリーン製品の対象製
　 品を明確にした活動を展開

 ● スーパーグリーン製品の開発活
　 動の展開

 ● 新環境効率ファクタ－２の達成計
　 画を策定し製品開発を展開

 ● 環境効率ファクター２＊2達成計
　 画策定と製品開発活動の展開

 ● ２４，５４３トン
　（'０６年度比６．５％削減）

 ● ２6，１08トン以下
　（'０６年度比０．５％削減）

 ● 非満載のトラックチャーター便を１２便／月削減
 ● 輸送量（トンキロ）把握システム構築完了

 ● 輸送に係るＣＯ２削減活動の推進
 ● 輸送量（トンキロ）把握システム構築

 ● ３1．2トン
　（'００年度比２9.5％削減）

 ● ５６．０トン以下
　（'００年度比２６．４％増加）

 ● １，０７９トン
　（'０６年度比１６．6％削減）

Ｐ２2

Ｐ２2

Ｐ２3

Ｐ２4

Ｐ２5

Ｐ２5

Ｐ２7

Ｐ28

Ｐ29

Ｐ30 ● １，２８１トン以下
　（'０６年度比１．０％削減）

２００７年度目標 ２００７年度実績 関連ページ

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

達成状況

●環境経営の枠組み強化 
●製品環境対策による製品価
値の向上

第四期
（2007年～2009年）

●環境経営からサステナブル
経営へ 
●本社、営業関係へも展開

第三期
（2004年～2006年）

●循環型社会に向けたトップ
ランナー
●お取引先へも働きかけ

第二期
（2001年～2003年）

●環境経営の基礎構築 
●工場での環境負荷低減中心

第一期
（1995年～2000年）

達成状況　○：目標達成 , △：一部未達 , ×：未達


